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デジタル・イノベーションで、

サステナブルな社会と豊かな未来を共創します

Leading the "tomorrow" 
of the digital society
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౰社͸ɺ1���年ͷ૑ۀҎདྷɺʮߴ෇ՃՁ஋αʔϏεͷ૑଄ɾఏڙΛ௨ͯ͡ɺ͓ ٬༷

ͷຬ଍ͱ๛͔ͳ社会ͷൃలʹ͢ݙߩΔʯΛۀاཧ೦ͱͯ͠�0年ۙ͘ʹΘͨΓۀࣄ

Λల։ͯ͠·͍Γ·ͨ͠ɻ

γεςϜɾΠϯςάϨʔγϣϯɾαʔϏεΛத֩ʹɺΦϦδφϧɾιϦϡʔγϣϯͷ

૑଄΍৽ͨͳՁ஋ͷڞ૑Λ௨ͯ͡ɺ%9ɾσδλϧΛ͸͡Ίͱͨ͠ଟ༷Խ͢Δ͓٬

༷ͷχʔζʹ͓Ԡ͑͠ɺ࣋ଓՄೳͳ社会ͷൃలʹͯ͠ݙߩ·͍Γ·͢ɻ

ਃ্͛͠·͢ɻ͍ئΓ·͢Α͏ɺΑΖ͓͘͠ࣀԉ͝ฬᎪΛࢧͱ΋ɺօ༷ͷ͝ޙࠓ

代表取締役社長 兼 COO 代表取締役会長 兼 CEO

Message
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事業ల։

����೥ͷ૑業Ҏདྷߴɺ ౓ͳٕज़ͱ͔֬ͳ඼࣭Λ
Έʹɺ事業ྖҬͷ֦େͱਂԽΛଓ͚͍ͯ·͢ɻڧ

電
力
系
統
制
御

社会Πϯϑϥ事業

送変電設උ ഑電 ガス ಋ管発電所 設උ管理

国ࡍ通信 通信制御ւఈ通信 衛星通信

市区ொ村気৅ 都ಓ෎ݝダム・Տ川

地銀システムצ定ܥシステム オープン化 端末制御

地域ҩྍ ྟচ情報

OS機ث開発 リアルタイムOS

先進ΠϯμετϦʔ事業

ιϦϡʔγϣϯ事業

センサーۙڑ཭無線 ZigBee

ID認証
セキュリティ
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ϝσΟΧϧ・
ϔϧεέΞ

ΠϯμετϦʔ
ʗαʔϏε

ϖΠϝϯτ

୅ࣗಈंੈ࣍

௨৴・ωοτϫʔΫ

����೥ͷ૑業Ҏདྷߴɺ ౓ͳٕज़ͱ͔֬ͳ඼࣭Λ
Έʹɺ事業ྖҬͷ֦େͱਂԽΛଓ͚͍ͯ·͢ɻڧ

電力のܥ統制御システム開発͔Β事業をスタートし、·΋な͘50年ɻ

、みにڧ品質なシステム開発力をߴ౓な技術力とߴ先端テクノロジーを活用する࠷

数ଟ͘の大ن໛プロジェクトで͓٬様͔Βの信པを௖͖、事業ྖ域を֦大して͍·すɻ

スマートメーター EMS 電力・ガスখ売
自༝化 分社化 ΤωϧΪʔʢిྗ・Ψεʣ

ہ地ج 5G4G・LTE SDN

ަ௨・ӡ༌మಓ 宇宙ಓ࿏ ۭߤ

防׭ࡂ公ி ݥ保߁݈ 地域ҩྍڞެ

クレジットカード キャッシュレスネットバンク 決済ج൫

ҩྍ機ثհޢ機ث कΓ電子カルテݟ

自動ӡసE7車ࡌOS AI画૾ղੳ コネクテッドカー

ෳ合機૷置制御 携ଳ電࿩ SaaS 工場IoT

(*4
஍ཧ৘ใγεςϜ位置情報 ෺ྲྀ マーケティング データར活用 ࡦର֐ࡂ

*P5ۭؒ৘ใスマートハウス ૔ݿ安全管理IoTデバイス 工ఔ管理 工数自動ूܭ

ηΩϡϦςΟサイバーセキュリティセキュア・
ラップトップ

セキュア・
アイソレーション

IoT
セキュリティ
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社会インフラから、最先端のものづくりまで。
アドソル日進は社会と未来をつくります。

事業全体概要

ダム・河川

次世代通信

宇宙・衛星

電　力 官公庁

道　路

ガ　ス

スマート
ファクトリー
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エネルギー(電力・ガス)、自動車・道路・鉄道、航空・宇宙、

公共・防災、情報通信、工場、医療等の幅広い領域で、

「安心」「安全」「快適」「環境」をキーワードに先進的なＩＣＴソリューションを提供。

豊かな社会の発展に貢献しています。

キャッシュレス
決済

航　空

スマートシティ 防　災

医　療

鉄　道 気　象

自動車
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Social 
Infrastructure
社会Λม͑Δ৽͍͠෩Λਧ͔͍ͤͨ
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社会Πϯϑϥ事業

ϫϯετοϓαʔϏε
ίϯαϧςΟϯάɺཁ݅ఆٛɺ࢓
༷ɺ։ൃɺӡ༻ɺอकͷશ޻ఔΛϫ
ϯετοϓͰఏڙ

େܕҊ݅ରԠ
3
000ਓ月ͷϓϩδΣΫτΛϊϯ
τϥϒϧͰ࣮現

ίϯαϧςΟϯά
๛෋ͳۀ຿஌ࣝ΍ݧܦΛഎܠʹɺܦ
Ӧ՝୊ͷղܾʹ௚݁͢Δίϯαϧ
ςΟϯάαʔϏεΛఏڙ

฻Β͠Λ͑ࢧΔʮ社会Πϯϑϥʯྖ ҬͰɺ
γεςϜ・ΠϯςάϨʔγϣϯ・αʔϏεΛల։͍ͯ͠·͢ɻ

人ʑの฻Βしに͔ܽͤな͍社会インフラɻ

アドソル日進͸、「エネルギー（電力・ガス）」「ަ通・ӡ༌」「公共」「通信・ネットワーク」向けに、社会インフラのج൫となるICTシス

テムの開発や、࣋ଓՄ能な社会の実現にݙߩする次世代エネルギーシステム、次世代通信や宇宙・衛星データར活用なͲの࠷先端

テーマに取Γ組Μで͍·すɻ

อ༗͢Δٕज़ͱϊ΢ϋ΢

事業ྖ域

ΤωϧΪʔʢిྗ・Ψεʣ

ڞެ ௨৴・ωοτϫʔΫ

ަ௨・ӡ༌

ిྗɾΨεؔ࿈ͷʮͭ͘Δʯʮ͓͘Δʯʮ͏Δʯʮ͔ͭ͏ʯͷશྖ
ҬʹՃ͑ɺ୤୸ૉɾΧʔϘϯχϡʔτϥϧ΍࠶ੜՄೳΤω
ϧΪʔͳͲ(9（άϦʔϯτϥ
ϯεϑΥʔϝʔγϣϯ）ʹ ߩ
Δ*$5γεςϜ͢ݙ

関連システム
ి ɾྗΨεͷࣗ༝Խؔ࿈ɺ෼社Խ
ؔ࿈ɺൃ ిؔ࿈ɺઃඋؔ࿈ɺࢹ؂
ؔ࿈ɺεϚʔτϝʔλʔɺ711౳

தԝলி΍஍ํ࣏ࣗମ͚޲
ʹɺ๷ࡂɺμϜɺՏ઒؅ཧ΍ɺ
ͳͲͷ҆ݥҩྍɺ社会อٸۓ
৺ɾ҆શͳੜ׆Λ࣮現͢Δ
*$5γεςϜ

関連システム
μϜࢹ؂ɺՏ઒ࢹ؂ɺ޿Ҭ๷ࡂɺٸۓҩྍɺ社会อؔݥ࿈౳

�(ͳͲͷ௨৴Πϯϑϥ΍
ωοτϫʔΫج൫ɺ௨৴ςΫ
ϊϩδʔΛ׆༻ͨ͠৽ͨͳ
*$5αʔϏεͷ૑ग़ɺੈ࣍
୅௨৴֨نʹؔ͢Δ׆ڀݚ
ಈͳͲ

関連システム
௨৴ࢹ؂ɺ௨৴੍ޚɺແઢج஍ہ౳

ަ௨Πϯϑϥ（ಓ࿏ɺమಓɺۭߤ）΍Ӊ஦ɾӴ੕ʹؔΘΔ
*$5γεςϜͱɺσδλϧσʔλΛར׆༻ͨ͠Πϊϕʔ

γϣϯͷ૑ग़

関連システム
మ ಓ（ӡ ߦ ɺԊܥ ઢ ɺಓ（ܥ ࿏

（৘ใܥɺܥࢹ؂）ɺߤ （ۭΩϟ
ϦΞɺؾ৅ͳͲ）ɺӉ஦ɾӴ੕

（Ӵ੕ɺࢹ؂ɺ੍ ɺӉ஦σʔλޚ
ͳͲ）
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Advanced 
Industry
೔ຊͷϞϊͮ͘ΓΛ進Խͤ͞Δ̙̭
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先進ΠϯμετϦʔ事業

ʮ೔ຊͷϞϊͮ͘ΓʯΛΑΓ͘ڧɺ進Խͤ͞ΔͨΊʹɻ
ɻ͢·͠ݱɺ%9・*P5Λ࣮͠࢖ۦ先୺ςΫϊϩδʔΛ࠷

「次世代自動車」「メディカル・ϔルスケア」「ペイメント」「スマートフΝクトリー」なͲ、次の࣌代をリードする産業向けに、先進的な

ICTシステムと、ੜ活にີ઀なサービス・システムを提供し、スマートインフラ、スマートライフ、ͦ の先に͋るスマートシティの

実現にݙߩし·すɻ

%9
ʮσ δ λ ϧ σ ʔ λ ར ׆ ༻ʯΛ Ω ʔ
ϫʔυʹɺσʔλऩू͔Βར׆༻ʹ
ΔϫϯετοϓιϦϡʔγϣϯࢸ

ϩʔίʔυ։ൃ
ʮεϐʔυߏஙʯʮίετݮ࡟ʯΛ࣮
現͢Δ%9࣌୅ʹٻΊΒΕΔγες
Ϝ։ൃख๏

*P5
Πϯλʔωοτ্Ͱ͏ަ͖ߦσδ
λϧσʔλͷར׆༻Λ͔֬ͳ੍ޚ
ٕज़Ͱαϙʔτ

อ༗͢Δٕज़ͱϊ΢ϋ΢

事業ྖ域

୅ࣗಈंੈ࣍

ϖΠϝϯτ εϚʔτϑΝΫτϦʔ

ϝσΟΧϧ・ϔϧεέΞ

ʮະདྷͷΫϧϚʯʹ ΊΒΕΔ֤छγεςϜ΍ɺࣗٻ ಈӡ
సɾͭͳ͕Δंͷ࣮現ʹ࠷͚ͨ޲৽ςΫϊϩδʔͷ

։ൃͳͲڀݚ

関連システム
୅ࣗಈੈ࣍ （ं&7ɾࣗಈӡస）ɺ
ίωΫςΟουΧʔؔ࿈ͳͲ

ΫϨδοτΧʔυΛ͸͡Ίͱ
͠ ʮͨΩϟογϡϨεܾࡁʯ
΍ɺ๲େͳσδλϧσʔλΛ
৽ͨͳαʔϏεͷ૑ͨ͠༺׆
ग़Λ࣮現͢Δ*$5γεςϜ

関連システム
ΫϨδοτΧʔυɺܾ ൫ɺΩϟογϡϨεରԠؔ࿈جࡁ

੡଄ۀ（޻৔͚޲）ͷ%9Խʹ
׆σδλϧσʔλͷར͚ͨ޲
༻΍ɺޚ੍ثػɺ޻ۀ࡞ఔ؅
ཧͳͲʹؔ࿈͢ΔγεςϜ

関連システム
ઃඋثػ（'"ɾϩϘοτɾ੡଄ϥΠϯͳͲ）΍ɺ؅ཧγες
Ϝ（޻ఔɾࡐࢿͳͲ）ͱɺ*P5ԽΛ࣮現͢Δ*$5γεςϜ

ҩྍɺհؔޢ࿈ثػʹ૊Έࠐ·ΕΔγεςϜ΍ɺσδλ
ϧσʔλΛར%9ͨ͠༺׆ͷ࣮現ʹ͢ݙߩΔγεςϜ

関連システム
ҩྍثػɺհثػޢɺҩྍ৘ใ
γεςϜɺి 子Χϧςɺ஍Ҭҩ
ྍؔ࿈ͳͲ
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Solution
՝୊ղܾ΁ͷಓ͠Δ΂Λ
ʮ͑ݟΔԽʯ
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ιϦϡʔγϣϯ事業

஍ਤ৘ใ・ۭ ؒ৘ใΛ׆༻ͨ͠ιϦϡʔγϣϯͱɺ࠷先୺ͷ*P5ηΩϡϦςΟ
ٕज़Λ૊Έ߹Θͤɺσδλϧ・Πϊϕʔγϣϯͷ࣮ݱΛࢧʹྗڧԉ͠·͢ɻ

DXソリューションパートナーとして、「GISɿ地理情報システム」を活用した͑ݟる化・分ੳ、無線・センシング技術を活用した

「IoTۭؒ情報」、ͦ ΕΒを支͑る「セキュリティ」·で、ワンストップでソリューションを提供して͍·すɻ

ΦϦδφϧ・ιϦϡʔγϣϯ

(*4ɿ஍ཧ৘ใγεςϜ *P5�ۭؒ৘ใ ηΩϡϦςΟ

ʮ஍ਤʯͱʮσʔλʯΛ૊Έ߹Θͤɺ
͓٬༷ͷ৘ใ࢈ࢿΛʮ͑ݟΔԽʯɻ
෯͍޿ιϦϡʔγϣϯϥΠϯφο
ϓͰχʔζʹԠͨ͡%9Λ࣮現
͠ɺϏδωε֦େɺϏδωεมֵ
͢·͠ݙߩʹ

༺׆ਫ਼౓Ґஔ৘ใɾۭؒ৘ใΛߴ
ͨ͠԰಺ϩέʔγϣϯ؅ཧ΍ɺϋ
ϯζϑϦʔʹΑΔݸਓೝূΛ࣮現
ͨ͠ಠࣗͷిք௨৴σόΠεͳ
Ͳɺ࣮ ༻ੑͷ͍ߴ*P5੡඼͓Αͼ
ιϦϡʔγϣϯΛ։ൃɾఏͯ͠ڙ
͍·͢

ʮִ཭ʯͱʮःஅʯΛΩʔϫʔυʹɺ米
国-ZOY 4PGUXBSF 5FDIOPMPHJFT
 
*OD�͕։ൃ͠ɺ ࣄ܉ɾ๷ӴྖҬͰ΋
αΠόʔɾ͚޲ثػΕΔ*P5͞༺࠾
ηΩϡϦςΟʮ-ZOY4&$63&ʯͷ
ಋೖࢧԉ΍ΦϦδφϧιϦϡʔ
γϣϯΛఏ͍ͯ͠ڙ·͢

ళ ฮ ৘ ใ Ϛ ο ϐ ϯ ά α ʔ Ϗ ε
（4 B B 4 ܕ α ϒ ε Ϋ Ϧ ϓ γ ϣ ϯ
αʔϏε）

米国FTSJ社ͷ(*4ΤϯδϯΛ׆
༻ɻ੓෎ɾެ׭ிɺେֶɺؔػڀݚ
౳Ͱߴ౓ͳ෼ੳ΍γϛϡϨʔγϣ
ϯΛ࣮現

米国.BQCPY社ͷ஍ਤ։ൃϓ
ϥοτϑΥʔϜɻ৘ใू໿ͱɺσ
βΠϯੑʹ༏Εͨ஍ਤඳըͰɺϩ
έʔγϣϯσʔλΛ׆༻

λάͱແઢͰʮਓʯ΍ʮϞϊʯͷҐ
ஔ΍ಈ͖ΛϦΞϧλΠϜʹՄࢹ
Խɻʮ޻ఔ؅ཧʯʮ͑ݟۀ࡞ΔԽʯͳ
Ͳɺ現৔ͷεϚʔτԽΛ࣮現

԰಺֎ϩέʔγϣϯ໰Θͣɺਓɾ
Ϟϊͷ؅ཧ΍༷ʑͳ޻ఔ؅ཧΛඈ
༂తʹޮ཰Խ

λά（Χʔυ）ΛϦʔμʹ͔͟͢͜
ͱͳ͘ɺೝূΛ࣮現ɻ
ΧʔυʹΑΔݸਓೝূ͕೉͍͠

ʮҩྍؔػʯʮ޻৔ʯʮڀݚॴʯͳͲ
ͷࢪઃͰ׆༻

ిք௨৴	ਓ体௨৴ʣ

タッチタグ

຿γεςϜʗΠϯλʔωοτͳۀ
ͲɺҟͳΔωοτϫʔΫڥ؀Λ
̍୆ͷ୺຤಺Ͱ׬શ෼཭ɺ΢Πϧ
εײછ΍৘ใ࿙͍͑Λ๷ࢭɻ୺຤
ू໿Ͱརศੑ΍ۀ຿ޮ཰্޲

ΊΒΕΔٻ౓ͳηΩϡϦςΟ͕ߴ
ωοτϫʔΫ΁ͷηΩϡΞͳΞΫ
ηεΛ࣮現ɻςϨϫʔΫۀ຿Λα
ϙʔτ

米 国 - Z O Y 4 P G U X B S F 
5FDIOPMPHJFT
 *OD�ͷ日ຊ૯୅
ཧళͱͯ͠ɺ米国࠷ઌ୺ͷ*P5ι
ϦϡʔγϣϯΛఏڙ
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։ൃ・ڀݚ

ಠࣗͷڀݚ・։ൃΛج൫ͱͨ͠ߴ෇ՃՁ஋ͳ*$5γεςϜͷఏڙΛ௨ͯ͡ɺ
ɻ͢·͠ݙߩʹଓՄೳͳ社会ͷൃల࣋

を目指し、国ݙߩଓՄ能で๛͔な社会の発展への࣋

内֎の大学・研究機関との共同研究や࠷先端企業

との連携、AI研究所や米国の100ˋ子会社「アド

ソル日進サンノゼR&Dセンタ」での活動を通͡て、

「DX」「AI」「IoT」「セキュリティ」なͲの࠷先端技

術を活用した、ֵ 新的なキーテクノロジーの૑଄、

化・֦ॆに取Γ組Μで͍·すɻڧ

ॴڀݚ*"

αϯϊθ3�%ηϯλ

%9ϏδωεΛ"*ٕज़͔ΒݗҾ͢Δʮ"*ڀݚॴʯ͕ ɺ͓ ٬༷ͷ%9΍Ϗ

δωεมֵʹ͢ݙߩ΂͘ɺʮઌਐ"*ςΫϊϩδʔͷڀݚʯʮ"*γεςϜ

ҭ੒ʯͳͲʹ஫ྗ͍ͯ͠·͢ɻࡐʯʮ"*ਓڀݚஙͷߏ

̡ ಈͱͯ͠͸ɺ׆ڀݚ*"ઌ୺ͷ࠷ 国ཱڀݚ։ൃ๏ਓɿٕۀ࢈ज़૯߹ݚ

ॴڀ ͷr"*඼্࣭޲ϓϩδΣΫτʹࢀըɻ·ͨɺ౦ژେֶͱ͸Ӊ஦*5

ਓࡐҭ੒΍Ӊ஦ΠϊϕʔγϣϯΛ໨త ʮʹӉ஦ɾӴ੕σʔλར׆༻ʯ

ؔ࿈ͷڞಉڀݚΛ։࢝ɻͦ ͷҰ؀ͱͯ͠ɺ2022年ʹ։ͨ͠ߨಉେֶ

ͷ৽࠲ߨʮ࣮ફӉ஦σʔλ׆༻ʯͷ"*ɾ*P5෼໺Λɺ࠷৽ͷ݁ڀݚՌ΋

౿·͑ɺશ໘తʹαϙʔτ͍ͯ͠·͢ɻ

ถࠃ・γϦίϯόϨʔͰ࠷先୺ͷ3�%Λ推進
Ξυιϧ日ਐαϯϊθ3�%ηϯλ（100%子会社）Ͱ͸ɺ౰社社һͱ

米国ΤϯδχΞ͕࿈͠ܞɺ࠷৽ςΫϊϩδʔͷௐࠪɾڀݚΛਪਐͯ͠

͍·͢ɻ

*P5ηΩϡϦςΟͷάϩʔόϧ)2
30年Ҏ্ʹΘͨΓۀڠΛਐΊΔ-ZOY 4PGUXBSF 5FDIOPMPHJFT

社ͱ࿈͠ܞɺ࠷ઌ୺*P5ηΩϡϦςΟιϦϡʔγϣϯͷڀݚ։ൃͱɺ

ٕज़ྗڧԽʹ஫ྗɻ日ຊ国಺ͷϝʔΧʔ΍Πϯϑϥۀا΁ͷల։Λ

શ໘తʹόοΫΞοϓ͍ͯ͠·͢ɻ
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ʮܚጯٛक़େֶ4'$ڀݚॴ ࣨڀݚݫʯͱɺʮ*5ʯͱʮڥ؀σʔ

λʯΛར׆༻ ʮ͠σδλϧσʔλʯͱɺʮ(*4্ʹల։ͨ͠৘ใ

ۭؒʯͱͷʮ༥߹ʯʹ ɻ͢·͍ͯͬߦΛڀݚಉڞ͚ͨ޲

ʮ৮ΕΔ஍ਤɿ"3�4BOECPY（஍ܗɾߏ଄෺ͷཱମ໛ܕ） ʯΛ

ಉ։ൃɻڞ

・஍ܗ΍ߏ଄෺ͷมԽʹ൐͏σʔλͷϦΞϧλΠϜܭଌ

・�Ϗοάσʔλ・"*ʹΑΔʮ༧ଌมԽͷϓϩδΣΫγϣϯ・

Ϛοϐϯάʯ

・��%ϓϦϯλʔΛԠ༻ͨ͠

ʮݩ࣍ࡾͰͷՄࢹԽʯ౳ͷ

ڀݚ

ʹऔΓ૊ΜͰ͍·͢ɻ

ጯٛक़େֶܚ
(*4ͱ"*・*P5ͷ༥߹

201�年ɺ*P5ηΩϡϦςΟ෼໺Λத৺ͱ͠ ʮֶͨ࢈࿈ڠܞ

ఆʯΛక݁͠·ͨ͠ɻ

ʮ*P5ηΩϡϦςΟڀݚηϯλʔʯΛத৺ʹڞಉڀݚ΍ਓࡐ

ҭ੒ʹऔΓ૊ΜͰ͍·͢ɻ

ಉ։ઃ͠ڞ ʮͨ*P5ηΩϡϦςΟڀݚίϯιʔγΞϜʯͰ͸ɺ

ʮਓࡐҭ੒ʯʮٕज़ڀݚʯʮηΩϡϦςΟΨΠυϥΠϯʯͷࡦఆ

౳Λਪਐ͍ͯ͠·͢ɻ

·ͨɺࣗ ಈं΍'"ثػ౳ͷ*P5ثػʹ౥͞ࡌΕΔ$16ͷޮ

཰Խͷ࣮現ʹڞ͚ͨ޲ಉݚ

ɻ͢·͍ͯͬߦ΋ڀ

໋ཱؗେֶ
*P5ηΩϡϦςΟɺ
04͚޲ثػ୅*P5ੈ࣍

ૣҴాେֶઌਐάϦουٕज़ڀݚॴ（ॴ௕ɿྛହ߂ཧֶ޻ज़

Ӄڭत）ͱۀ࢈ࡁܦল͕ૣҴాେֶ಺ （ʹ&.4）৽࣮॓ূη

ϯλʔΛ։ઃ͠ɺඪ४௨৴֨نʹΑΔσϚϯυϨεϙϯεٕ

ज़։ൃʹ͚޲ɺֶ׭࢈Λߦ͕ڀݚͨ͛ڍΘΕ͍ͯ·͢ɻ

ॅ୐ϝʔΧʔɺΤωϧΪʔۀاɺి ϝʔΧʔ౳2�社ʹΑػ

ΔɺεϚʔτϝʔλͱ࿈ͨ͠ܞɺεϚʔτϋ΢εɾϏϧ౳ͷ

ిྗϐʔΫΧοτʗϐʔΫγϑτΛϦΞϧλΠϜͰ੍͢ޚΔ

ٕज़։ൃʹࢀը͍ͯ͠·͢ɻ

ૣҴాେֶʗ࢈ࡁܦ業ল
ඪ४Խ΁ͷ取Γ૊Έࡍࠃ�4.&

౦ژେֶେֶӃڀݚܥֶ޻ՊۭߤӉ஦ֶ޻ઐ߈ʮதਢլ ɾધ

੉ࣨڀݚʯͱɺʮӉ஦Λਪਐྗͱ͢Δࡁܦ੒௕ͱΠϊϕʔγϣ

ϯʯΛςʔϚͱͨ͠ڞಉڀݚΛਪਐ͍ͯ͠·͢ɻ

ʮ̡Ӊ஦ ʯ̫ ʮ*5ʯ̫ ʮ໰୊ղܾʯͰɺະདྷΛ૑Δ ΛrΩʔίϯη

ϓτʹɺ

ᶃ�ʮӉ஦σʔλ・Ӵ੕σʔλʯΛ׆༻ͨ͠社会໰୊ղܾͷڀݚ

ᶄʮӉ஦ʷ*5ʯਓࡐҭ੒ͷڀݚ

ͷ΄͔ɺಉେֶͰ2022年

ʹ৽ن։࠲ߨͨ͠ߨʮ࣮ફ

Ӊ஦σʔλ׆༻ʯʹ ͓͍ͯɺ

"*ɾ*P5෼໺Ͱશ໘͠ྗڠ

͍ͯ·͢ɻ

౦ژେֶ
ʮӉ஦・Ӵ੕σʔλར׆༻ʯ
ʮӉ஦ʷ*5ਓࡐҭ੒ʯ΁ͷ取Γ૊Έ

ΑΔʮΠϊϕʔγϣϯ૑ग़ʯʹڀݚಉڞ・ܞ࿈ֶ࢈
ʮ৽ͨͳΩʔςΫϊϩδʔͷ૑଄ʯʹ 取Γ૊ΜͰ͍·͢ɻ
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඼࣭ ਓࡐҭ੒

పఈͨ͠ϓϩδΣΫτ؅ཧ

ϓϩδΣΫτͷ޻ఔ͝ͱʹపఈϨϏϡʔͱ৘ใڞ༗ͰΞδϟΠϧ΍

ϩʔίʔυ։ൃʹ΋ରԠͨ͠ߴ඼࣭ͳ*$5γεςϜΛఏ͠ڙ·͢ɻ

ଟڌ఺・෼ࢄ・ಉ࣌։ൃ

ෳ਺ڌ఺ɾಉ࣌։ൃΛ࣮現͢ΔಠࣗϓϥοτϑΥʔϜͰϊϯτ

ϥϒϧͷւ֎ΦϑγϣΞ։ൃΛ࣮現͠·͢ɻ

ਓࡐͱڭҭ΁ͷ੯͠Έͳ͍౤ࢿ

ʮਓ࠷͕ͦ͜ࡐॏཁࢿຊͰ͋Δʯͱ͍͏ೝࣝͷ΋ͱɺਓࡐҭ੒ʹ

஫ྗ͍ͯ͠·͢ɻ

ΤϯδχΞ社һͷ�ਓʹ1ਓ͕1.1֨ࢿΛऔಘ͢ΔͳͲɺٕ ज़

शಘʹ೤৺ͳ෩౔͕ఆணɺ日ʑεΩϧͷݚᮎΛߴ͍ߦ඼࣭ͳ

*$5γεςϜͷ։ൃɾఏҊɾఏ͍ͯ͠ݙߩʹڙ·͢ɻ

ベトナム

౦ژ�
ઋ�୆

େࡕ�෱�Ԭ

ϋϊΠ

μφϯ

ϗʔνϛϯ

体制・ڧΈ

%9・σδλϧ࣌୅ΛϦʔυ͢Δ
先୺ςΫϊϩδʔͷ૑ग़ʹ取Γ૊ΜͰ͍·͢ɻ࠷඼࣭ͳαʔϏεͱߴ

ΈڧΔ͑ࢧ඼࣭ͳ*$5αʔϏεΛߴ

社員1人͋たΓ

Ҏ্を保有֨ࢿ�

技術者4人に1人

を取得֨ࢿ1.1

԰ݹ໊
άϩʔόϧ・ΞϥΠΞϯεͷ推進
国಺֎ͷ࠷ઌ୺ۀاͱͷΞϥΠΞϯεʹΑΓɺάϩʔόϧϨϕ

ϧͷ࠷ઌ୺ιϦϡʔγϣϯͷఏڙΛ௨ͯ͡ɺ͓ ٬༷ͷ%9ͱ࣋ଓ

Մೳͳ社会ͷ࣮現ʹ͠ݙߩ·͢ɻ

ΞϥΠΞϯε
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ಛڐ

ಠٕࣗज़ͷಛڐԽΛ推進

ʙʮ*P5ۭؒ৘ใʯʮ஍ਤ৘ใʯʮηΩϡϦςΟʯʙ

৽ͨͳΩʔςΫϊϩδʔͷ૑଄ʹΑΔɺڝ૪༏ҐੑͷڧԽɾ֦ॆ

ಈͳͲΛ௨ͯ͡औಘͨ͠৽ٕज़΍஝ੵͨ͠׆։ൃڀݚɺ͚޲ʹ

ϊ΢ϋ΢ͳͲɺಠٕࣗज़ͷ஌త࢈ࡒԽʹੵۃతʹऔΓ૊ΜͰ͍

·͢ɻ

˔ ಛڐの名称ɿ端末૷置、方法͓よびプログラム

୺຤૷ஔ(ύιίϯͳͲ)͕Πϯ

λʔωοτʹ઀ଓͨ͠ߴʹޙɺ

ηΩϡϦςΟͳωοτϫʔΫʹ

઀ଓ͢Δ·ͰͷΘ͔ͣͳؒ࣌ʹ

ੜ͡ΔηΩϡϦςΟϦεΫΛഉ

আ͢Δٕज़ɻ

ಛڐ൪߸ɹಛڐୈ�1��12�߸
ొ࿥日ɹɹ2022年̕月22日

米 国
αϯϊθ・γϦίϯόϨʔ

άϩʔόϧ体制

ੈքʹ͕޿ΔΞυιϧ・ωοτϫʔΫΛϑϧ׆༻͠ɺ
͓٬༷ͷχʔζʹ࠷దͳ։ൃαʔϏεΛఏڙ
グローバル開発

ϕτφϜ3ڌ఺（ϋϊΠɾμφϯɾϗʔνϛϯ）Λத৺ʹɺ

άϩʔόϧσϦόϦʔମ੍Λߏஙɻ20年Ҏ্ʹΘͨΓɺ

େखϝʔΧʔ΍社会Πϯϑϥۀا౳ͷ日ຊͷ͓ߴʹ٬༷ɺ

඼࣭ͳΦϑγϣΞ։ൃαʔϏεΛఏ͍ͯ͠ڙ·͢ɻ

ຊ社（౦ژ）

αϯϊθ3�%ηϯλ（米国）

μφϯ（ϕτφϜ）

ಛ21݅ݖڐ
(2023年10月1日現在)
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αεςφϏϦςΟ΁ͷ取Γ૊Έ

ΠϊϕʔγϣϯΛ௨ͯ͡ɺະདྷͷՁ஋Λڞ૑͠ɺ
αεςφϒϧʢ࣋ଓՄೳʣͳ社会ͷ࣮ݱͱا業Ձ஋ͷ্޲ʹ取Γ૊Έ·͢ɻ

デジタル社会の“あした”をリードする
イノベーションカンパニー

୤୸ૉ ҩ�ྍ

௨�৴

๷ࡂ�
先୺ٕज़

֗ͮ͘Γ

�ҭڭ ௨�৴

๷ࡂ�
先୺ٕज़

֗ͮ͘Γ

�ҭڭ
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会社概要・主要取引先

会社概要

主要取引先

社名 アドソル日進株式会社
Ad-Sol Nissin Corporation

本社 〒108-0075
東京都港区港南4丁目1番8号 リバージュ品川
TEL:03-5796-3131（代表）
FAX:03-5796-3265（代表）

設立 昭和51年(1976年)3月13日

事業内容 社会システムを中核に企業や公共向け情報システムの開発、及びソリューションの提供
並びに商品化と販売

資本金 5.7億円

代表者 代表取締役会長 兼 CEO　 上田　富三
代表取締役社長 兼 COO　篠﨑　俊明

従業員数 連結　638名（2023年4月1日現在）

決算 3月

上場市場 東京証券取引所　プライム市場

証券コード 3837

監査法人 太陽有限責任監査法人

取引金融機関 （株）みずほ銀行、（株）三菱UFJ銀行、（株）三井住友銀行

グループ会社 米国 Adsol-Nissin San Jose R&D Center, Inc. （米国サンノゼR&Dセンタ）
ベトナム Techzen Co., Ltd. （テックゼン）
国内 アドソル・アジア（株）
 （株）ヒューマンテクノシステムホールディングス

業務提携先 米国 Lynx Software Technologies, Inc.
ベトナム 3S Intersoft JSC
 United Technologies Corporation
 Individual Systems

東京電力（株）
関西電力（株）
九州電力（株）
中部電力（株）
東京ガス（株）
東邦ガス（株）
西部ガス（株）

トヨタ自動車（株）
三菱重工業（株）
川崎重工業（株）
ダイキン工業（株）
コニカミノルタ（株）
ルネサスエレクトロニクス（株）

三菱電機（株）
日本アイ･ビー･エム（株）
富士通（株）
日本電気（株）

（株）日立製作所
パナソニック（株）

エネルギー メーカー 電機 サービス

（株）JTB
三井住友カード（株）
ヤフー（株）
GMOペイメントゲートウェイ（株）
日本放送協会（NHK）

（株）JALインフォテック
（株）NTTドコモ
（株）NTTデータ
（株）日本総合研究所
（株）野村総合研究所所

他



（2024年1月1日現在）

（100%子会社）

(100%子会社  米国)

システム事業本部

ソリューション事業本部

管理本部

エネルギー・電力システム事業部

社会システム事業部

デジタル・テクノロジー事業部

セキュリティ・ソリューション事業部

デジタル・イノベーション事業部

GISテクニカルセンター
グローバル開発事業部

アドソル・アジア株式会社

PMO支援サービス部

エネルギー・ガスシステム事業部

営業部

営業部

営業部

ソリューション部

ソリューション部

オフショア開発センター
品質管理推進部

経理財務部
総務部
人事部
業務統制部
購買・パートナー協業推進部
情報システム部

ソリューション営業部

営業部

システム一部

システム一部

システム一部

システム部

システム二部

システム二部

システム二部
システム三部

ビジネス・ソリューション部

システム三部

システム三部

ICTセンター

Adsol-Nissin San Jose R&D Center,Inc.

監
査
役
会

監
査
室

経
営
企
画
室

Ａ
Ｉ
研
究
所

安
全
保
障
シ
ス
テ
ム
推
進
室

Ｄ
Ｘ
ビ
ジ
ネ
ス
推
進
部

株
主
総
会

取
締
役
会

会
長
・
社
長

経
営
会
議

事業推進体制

人財開発センター



1976年 ３月 日進ソフトウエア（株）を設立
1984年 ９月 スーパーミニコンOS開発に着手
1991年 11月 米国Lynx SoftwareTechnologies社製の「Lynx OS」を販売開始
2003年 １月 ISO9001の認証を取得
2003年 11月 商号をアドソル日進（株）に改称
2004年 ２月 ISO14001の認証を取得
2005年 ４月 JIS Q 15001の認証を取得
2006年 ９月 ZigBee Allianceに加盟
2007年 ２月 東京証券取引所 JASDAQ（スタンダード）へ上場
2007年 ６月 ZigBee通信ユニットがZigBee2006仕様認証製品に認定
2007年 11月 タッチタグ・スタータキットの販売を開始
2008年 ３月 ISO27001の認証を取得
2009年 11月 大学病院に「MRI検査室入退管理システム」を納入
2010年 ６月 自動検知による次世代セキュリティシステムを共同開発
2010年 ９月 先端IT活用推進コンソーシアムの発足企業として参画
2011年 ８月 ZigBee／PLCハイブリッド端末を開発
2011年 11月 早稲田大学　先進グリッド技術研究所（デマンドレスポンス技術研究会）に発足企業として参画
2012年 １月 スマート ジャパン アライアンスの立上げ企業として参画
2012年 ８月 スマートコミュニティ・アライアンス(JSCA)に参画
2012年 11月 EMS新宿実証センター（経済産業省・早稲田大学）での、

スマートメーター・デマンドレスポンス 技術開発実証実験に参画
2013年 ６月 ベトナム Individual Systems社と、業務提携契約を締結
2014年 ７月 早稲田大学 ACROSS（スマート社会技術研究会）に、発足企業の一社として参画
2014年 ８月 日本プロセス（株）と、業務資本提携契約を締結
2015年 10月 米国Lynx Software Technologies社と、「LynxSECURE」の日本国内総代理店契約を締結
2016年 ２月 東京証券取引所　市場第二部へ市場変更
2016年 ２月 米国サンノゼに、R&Dセンタ機能を有する子会社「Adsol-Nissin San Jose R&D Center, Inc.」を設立
2016年 ９月 東京証券取引所 第一部に指定
2016年 10月 ベトナム ３S社/Unitec社と、業務提携契約を締結
2017年 ４月 名古屋工業大学の、「サイバー攻撃の防御技術」での産学共同研究に参加
2017年 ５月 日本検査キューエイ（株）と、「情報セキュリティ」で協業を開始
2017年 ９月 慶應義塾大学と、「GISとIoTの融合」での産学共同研究・開発を開始
2018年 ４月 国内初となる、IoT向け無線通信方式「LoRa」専用パケットキャプチャーの販売を開始
2018年 ４月 米国Lynx Software Technologies社と、「組込み型IoTソリューション」に関する国内独占・包括契約を締結
2018年 ９月 立命館大学と、「組み込みマルチコアOS」に関する共同研究を開始
2019年 ４月 立命館大学と、「IoTセキュリティ分野を主とする科学技術の発展」を目的とした産学連携協定を締結
2019年 ５月 （株）バリューHRと、資本・業務提携契約を締結
2019年 11月 米国Lynx Software Technologies社と、「宇宙・安全保証分野」での「日米・共同事業展開」を開始
2020年 １月 アジア地域でのシステム開発を推進する連結子会社「アドソル・アジア株式会社」を設立
2021年 ８月 シュナイダーエレクトリック社と、SIパートナー契約を締結（日本初）
2021年 ９月 （株）SYSホールディングスと、業務提携契約を締結
2022年 １月 東京大学と、共同研究を開始（宇宙・衛星データ関連他）
2022年 ２月 日本電産（株）と、位置情報ソリューション事業で提携
2022年 ４月 東京証券取引所 プライム市場に移行
2023年 ４月 名古屋オフィスを名古屋市中区に開設
2023年 7月 ベトナム・Techzen（テックゼン）社と、資本・業務提携契約を締結
2023年 9月 ダナン大学（University of Da Nang）と、「高度IT人材の育成」に向けた産学連携協定を締結

沿　革
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Listed Company 3837

Copyright(C) 2024 Ad-Sol Nissin Corporation. All Rights Reserved. 
CORPORATE BOOK 2024年1月版

Ad-Sol Nissin Corp.
https://www.adniss.jp/

拠点

本社 〒108-0075 東京都港区港南4-1-8 リバージュ品川
TEL 03-5796-3131（代表）  FAX 03-5796-3265（代表）

関西支社 〒530-0004 大阪市北区堂島浜1-4-4 アクア堂島東館
TEL 06-7178-3121  FAX 06-7178-3129

九州支社 〒812-0011 福岡市博多区博多駅前3-30-23 博多管絃ビル
TEL 092-431-3141  FAX 092-474-8039

名古屋オフィス 〒450-0002 名古屋市中区丸の内3-23-20 HF桜通ビルディング

仙台開発センタ 〒980-0811 仙台市青葉区一番町1-2-25 仙台ＮＳビル

グループ会社

米国 Adsol-Nissin San Jose R&D Center, Inc.
855 Embedded Way, San Jose, CA 95138-1018 USA

ベトナム Techzen Co.,Ltd
10th fl oor, Software park, 02 Quang Trung street, Thach 
Thang Ward, Hai Chau District, Da Nang City, Viet Nam

国内 アドソル・アジア株式会社
東京都港区港南4-1-8　リバージュ品川

株式会社ヒューマンテクノシステムホールディングス　
福岡県福岡市博多区住吉2-2-1 井門博多ビル イースト

海外拠点

米国 サンノゼ・シリコンバレー

ベトナム ハノイ、 ダナン、 ホーチミン




